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会  議  録  

会 議 等 の  

名 称  
令 和 ７ 年 度  第 ２ 回  瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 協 議 会  

開 催 日 時  
令 和 ８ 年 ３ 月 ２ ６ 日 （ 木 曜 日 ）  

午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 か ら 午 前 １ １ 時 １ ０ 分  

開 催 場 所  瑞 穂 市 役 所  穂 積 庁 舎  議 員 会 議 室  

議 題  

・ 議 事  

（ １ ） 議 案 第 １ 号  

み ず ほ バ ス 経 路 上 の 長 期 交 通 規 制 に 伴 う 迂 回 運 行 に

つ い て  

（ ２ ） 議 案 第 ２ 号  

令 和 ８ 年 度 事 業 計 画 及 び 歳 入 歳 出 予 算 に つ い て  

（ ３ ） 議 案 第 ３ 号  

瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 計 画 策 定 業 務 の 仕 様 及 び 受 注 者

の 選 定 方 法 に つ い て  

出 席 委 員  

欠 席 委 員  

出 席 委 員  １ ７ 名  

 新 井 正 信 、 新 井 美 佐 子 、 井 上 雅 隆 、  

大 石 悟 （ 代 理 出 席 ： 下 平 真 一 郎 ） 、  

大 平 正 廣 、 大 脇 哲 也 （ 代 理 出 席 ： 野 田 な つ み ） 、  

應 江 黔 、 河 野 秀 明 、 児 玉 忠 哲 、 坂 野 嘉 治 、 椙 浦 要 、

正 村 明 、 相 宮 一 夫 （ 代 理 出 席 ： 宮 部 敬 輔 ） 、  

林 善 太 郎 、 不 破 道 夫 （ 代 理 出 席 ： 道 合 智 ） 、  

松 原 隆 行 、 三 浦 太 志 （ 代 理 出 席 ： 長 野 康 樹 ）  

欠 席 委 員  ５ 名  

加 代 暢 尊 、 片 山 義 吉 、 木 村 治 史 、 佐 口 孝 、 脇 若 保 雄   
公 開 ・ 非 公

開 の 区 分  

( 非 公 開 理

由 )  

公    開  ・  非  公  開  

傍 聴 人 数  ５ 名  

審 議 の 概 要  

１ ． 開 会  

 

会 議 成 立 の 宣 言   

【 事 務 局 】   

・ 委 員 総 数 ２ ２ 名 に 対 し 過 半 数 を 超 え る １ ７ 名 の 出

席 が あ り 、 瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 協 議 会 設 置 規 約 第

８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ き 会 議 が 成 立 し て い る こ

と を 宣 言 し た 。  

・ 会 議 録 は 、 要 点 筆 記 と す る こ と 、 発 言 者 の 名 前 を

会 議 録 に 記 載 す る こ と 、 会 長 の 了 解 を 得 て 会 議 録

を 公 開 す る こ と 、 記 録 の 作 成 と 保 存 の た め に 録 音

や 写 真 撮 影 を す る こ と の 了 承 を 得 た 。  

 

２ ． 会 長 あ い さ つ  

【 椙 浦 会 長 】  

市 役 所 の 周 り も 桜 が 咲 い て ま い り ま し た 。 市 内 の

堤 防 に は た く さ ん の 桜 の 木 が あ り ま す の で 、 こ れ か

ら 満 開 に な れ ば 綺 麗 な 状 態 に な っ て く る と 思 い ま
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す 。  

本 日 は 、 年 度 末 の 大 変 お 忙 し い と こ ろ 、 令 和 ７ 年

度 第 ２ 回 瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 協 議 会 に ご 出 席 い た だ

き 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す 。 ま た 、 日 頃 か ら 交 通

事 業 に ご 理 解 を 賜 り あ り が と う ご ざ い ま す 。  

さ て 、 昨 年 １ １ 月 に 本 協 議 会 で は 、 令 和 ８ 年 度 か

ら ２ カ 年 で 瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 計 画 の 策 定 に 向 け た

取 組 み を 進 め て ま い り ま す と い う お 話 を さ せ て い た

だ き ま し た 。 今 回 は 、 ３ 点 ご 協 議 を お 願 い し た い と

思 っ て お り ま す 。  

１ 点 目 は 「 み ず ほ バ ス 経 路 上 の 長 期 交 通 規 制 に 伴

う 迂 回 運 行 に つ い て 」 、 ２ 点 目 は 「 令 和 ８ 年 度 事 業

計 画 及 び 歳 入 歳 出 予 算 に つ い て 」 、 ３ 点 目 は 「 瑞 穂

市 地 域 公 共 交 通 計 画 策 定 業 務 の 仕 様 及 び 受 注 者 の 選

定 方 法 に つ い て 」 で す 。  

以 上 に つ い て 、 ご 審 議 の ほ ど お 願 い い た し ま す 。  

簡 単 で は ご ざ い ま す が 、 冒 頭 の ご 挨 拶 と さ せ て い

た だ き ま す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

傍 聴 者 の 確 認  

【 椙 浦 会 長 】  

・ 傍 聴 希 望 者 の 確 認 を 行 っ た と こ ろ 、 ５ 名 の 傍 聴 希

望 者 が い た 。  

・ 出 席 委 員 の 了 承 を 得 て 、 入 室 を 許 可 し た 。  

 

３ ． 議 事  

【 椙 浦 会 長 】  

・ 議 案 第 １ 号  み ず ほ バ ス 経 路 上 の 長 期 交 通 規 制 に

伴 う 迂 回 運 行 に つ い て 事 務 局 に 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

・ み ず ほ バ ス の 運 行 事 業 者 で あ る 岐 阜 バ ス よ り 説 明

を お 願 い し た 。  

 

【 岐 阜 バ ス 】  

・ 資 料 １ に よ り 説 明 を 行 っ た 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

・ 事 務 局 の 説 明 に つ い て 、 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 大 石 委 員 （ 代 理 出 席 ： 下 平 委 員 ） 】  

・ ２ ペ ー ジ の 「 ５ ． 経 路 に つ い て 」 の 図 に あ る 青 線

の 部 分 を 休 止 し て 、 緑 線 の 部 分 は 運 行 し な い が 休

止 し な い と あ る の は 、 牛 牧 穂 積 線 の 経 路 は 変 わ ら

な い た め 休 止 し な い と い う 理 解 で 良 か っ た で し ょ

う か 。  
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【 相 宮 委 員 （ 代 理 ： 宮 部 委 員 ） 】  

・ そ の 通 り で す 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

・ 他 に 意 見 が な い こ と を 確 認 し 、 採 決 を 行 っ た 。  

・ 議 案 第 １ 号  み ず ほ バ ス 経 路 上 の 長 期 交 通 規 制 に

伴 う 迂 回 運 行 に つ い て 委 員 に 賛 否 を 確 認 し 、 全 員

が 賛 成 で あ っ た 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

・ 議 案 第 ２ 号  令 和 ８ 年 度 事 業 計 画 及 び 歳 入 歳 出 予

算 に つ い て 事 務 局 に 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 資 料 ２ に よ り 説 明 を 行 っ た 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

・ 事 務 局 の 説 明 に つ い て 、 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 大 石 委 員 （ 代 理 出 席 ： 下 平 委 員 ） 】  

・ ３ ペ ー ジ の 予 算 に 国 庫 補 助 金 と し て 500 万 円 計 上

と し て あ り ま す け れ ど も 、 本 日 時 点 で 国 土 交 通 省

か ら の 補 助 金 の 内 示 が 少 し 遅 れ て お り ま し て 、 内

示 額 が あ り 次 第 、 変 更 い た だ く こ と で ご 了 解 い た

だ け れ ば と 思 い ま す 。  

も し こ の 額 で は な く 、 足 ら な い 場 合 は 、 市 で 補 正

や 減 額 し た ま ま 事 業 を す る と い っ た 方 針 は あ り ま

す で し ょ う か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 収 入 に 補 助 金 と し て 1,6 2 2 万 円 を 計 上 し て い ま す

け れ ど も 、 そ の 内 訳 と し て 、 市 補 助 金 が  1, 1 2 2

万 円 、 国 庫 補 助 金 50 0 万 円 と な っ て い ま す 。 主 な

市 の 補 助 金 1,1 2 2 万 円 で 、 瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 計

画 策 定 業 務 は 賄 え る よ う に な っ て い ま す 。 ま た 、

支 出 と し て 事 務 費 を 50 0 万 円 組 ん で あ り ま す け れ

ど も 、 収 入 の 国 庫 補 助 金 を そ の ま ま 市 へ と 戻 す こ

と と な っ て お り ま す の で 、 仮 に 収 入 の 国 庫 補 助 金

が 減 額 と な っ た 場 合 で あ っ て も 、 事 務 費 の 市 へ の

国 家 補 助 金 返 還 額 が 減 額 に な る と い う だ け で 、 予

定 し て い る 当 協 議 会 の 事 業 に 影 響 は ご ざ い ま せ ん

の で 、 問 題 な い と 意 識 し て お り ま す 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

・ 他 に 意 見 が な い こ と を 確 認 し 、 採 決 を 行 っ た 。  

・ 議 案 第 ２ 号  令 和 ８ 年 度 事 業 計 画 及 び 歳 入 歳 出 予

算 に つ い て 委 員 に 賛 否 を 確 認 し 、 全 員 が 賛 成 で あ
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っ た 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

・ 議 案 第 ３ 号  瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 計 画 策 定 業 務 の

仕 様 及 び 受 注 者 の 選 定 方 法 に つ い て の う ち 、 仕 様

に つ い て 事 務 局 に 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 資 料 ３ － １ 、 資 料 ３ － ２ に よ り 説 明 を 行 っ た 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

・ 事 務 局 の 説 明 に つ い て 、 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 大 石 委 員 （ 代 理 出 席 ： 下 平 委 員 ） 】  

・ ４ ペ ー ジ の 「 ３ ． 市 民 ニ ー ズ の 把 握 」 の （ ２ ） バ

ス 乗 降 調 査 に Ｏ Ｄ 調 査 を 行 う と 記 載 が あ り ま す け

れ ど も 、 交 通 系 Ｉ Ｃ カ ー ド の デ ー タ を 分 析 し て 、

計 画 に 反 映 す る 予 定 は あ り ま す で し ょ う か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 計 画 策 定 に あ た り 、 デ ー タ は 多 い 方 が 良 い と 思 い

ま す の で 、 事 業 者 さ ん と 相 談 さ せ て い た だ き 提 供

い た だ け る も の が あ れ ば 、 活 用 し て い き た い と 思

っ て お り ま す 。  

 

【 林 委 員 】  

・ ４ ペ ー ジ の 「 ３ ． 市 民 ニ ー ズ 等 の 把 握 」 の （ １ ）

市 民 ア ン ケ ー ト に あ る  15 歳 以 上 の 3,0 0 0 人 の 対

象 と あ る の は 、 ど の よ う な 対 象 を 考 え て い る の

か 。 地 域 別 や 年 齢 別 、 団 体 別 と い っ た 項 目 が あ る

と 思 い ま す け れ ど も 、 具 体 的 に 考 え て い る の で あ

れ ば 、 教 え て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 無 作 為 抽 出 に よ る 3,0 0 0 人 と な っ て い ま す 。 こ の

後 に 業 務 発 注 の 方 法 に つ い て ご 協 議 い た だ き ま す

け れ ど も 、 プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 に よ り 業 務 の 提 案 を

受 け て 事 業 者 さ ん を 選 定 し た い と 思 っ て お り ま す

の で 、 市 民 ニ ー ズ の 把 握 の 方 法 に つ い て も 各 事 業

者 さ ん か ら 提 案 を 受 け な が ら 、 よ り 良 い ニ ー ズ の

捉 え 方 が で き る よ う に 考 え て お り ま す 。  

 

【 相 宮 委 員 （ 代 理 ： 宮 部 委 員 ） 】  

・ ４ ペ ー ジ の 「 ２ ． 公 共 交 通 の 現 状 」 に あ る 利 用 状

況 と い う の は 、 鉄 道 や 路 線 バ ス も 含 め た 調 査 に な

る の か 教 え て い た だ き た い 。  
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【 事 務 局 】  

・ 公 共 交 通 に な り ま す の で 、 み ず ほ バ ス 、 Ｊ Ｒ 東 海

さ ん 、 樽 見 鉄 道 さ ん と い っ た 鉄 道 や タ ク シ ー 事 業

者 さ ん も 含 め て 利 用 者 数 な ど を 提 供 い た だ い て 策

定 し た い と 考 え て い ま す 。  

 

【 應 委 員 】  

・ 総 合 計 画 や 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン な ど の 上 位 計

画 や 立 地 適 正 化 計 画 と の 連 携 に つ い て は ど の よ う

に お 考 え で し ょ う か 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 来 年 度 に 立 地 適 正 化 計 画 も 策 定 し て ま い り ま す の

で 、 そ ち ら と 整 合 を 図 り な が ら や っ て い き た い と

考 え て い ま す 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

・ 議 案 第 ３ 号  瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 計 画 策 定 業 務 の

仕 様 及 び 受 注 者 の 選 定 方 法 に つ い て の う ち 、 受 注

先 の 選 定 方 法 に つ い て 事 務 局 に 説 明 を 求 め た 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 資 料 ３ － ３ に よ り 説 明 を 行 っ た 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

・ ２ ペ ー ジ の 「 ９ ． 実 施 ス ケ ジ ュ ー ル 」 で は 、 契 約

予 定 日 が 令 和 ８ 年 ６ 月 下 旬 （ 予 定 ） と な っ て い ま

す け れ ど 、 本 協 議 会 の 事 業 計 画 と の 関 係 性 に つ い

て 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 

【 事 務 局 】  

・ 最 初 に 令 和 ８ 年 瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 協 議 会 事 業 計

画 の 中 で 、 ６ 月 頃 に 協 議 会 を 開 催 予 定 と お 話 さ せ

て い た だ き ま し た が 、 今 の ご 質 問 に も あ っ た と お

り 、 契 約 し て す ぐ 協 議 会 の 開 催 は 難 し い た め 、 ７

月 以 降 と な る 可 能 性 も あ り ま す の で 訂 正 さ せ て く

だ さ い 。  

 

【 椙 浦 会 長 】  

・ 他 に 意 見 が な い こ と を 確 認 し 、 採 決 を 行 っ た 。  

・ 議 案 第 ３ 号  瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 計 画 策 定 業 務 の

仕 様 及 び 受 注 者 の 選 定 方 法 に つ い て 委 員 に 賛 否 を

確 認 し 、 全 員 が 賛 成 で あ っ た 。  

 

４ ． 閉 会  

【 事 務 局 】  

 ・ 瑞 穂 市 地 域 公 共 交 通 協 議 会 の 閉 会 を 宣 言 し 、 閉

会 し た 。   



-6- 

事 務 局  

( 担 当 課 )  

瑞 穂 市  企 画 部  総 合 政 策 課  

  Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ５ ８ － ３ ２ ７ － ４ １ ２ ８  

  Ｆ Ａ Ｘ  ０ ５ ８ － ３ ２ ７ － ７ ４ １ ４  

  ｅ － ｍ ａ ｉ ｌ  so u g o u @ c i t y . m i z u h o . l g . j p  

 


